
キーワード 応用分野

［研究の先に⾒据えるビジョン］

深層学習モデルによる解

読技術と脳情報のフィー

ドバックを組み合わせ、

新しいBCIや脳機能修飾

による治療方法を開発し、

言語障害や高次認知機能

障害などの治療を目指し

ます。

図1 BCIによるロボット操作

⼀度失うと再建・強化できない機能の治療へ
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AIを用いた脳機能の再建と修飾

重度運動麻痺患者の運動補

完、新たな情報通信手段の

構築、精神疾患の治療

我々は、人の感覚運動野の脳表面に外科的に留置した電極

から、高精度な脳波を計測し、AI技術により、体が動かな

い患者が想像した動きの内容を読み解き、自分の体の代わ

りにロボットを動かせることを実証しました（図1）。ま

た、人が見た映像の意味を脳表脳波から読み取り、同じ意

味の画像をリアルタイムに画面に提示する技術を開発しま

した。これらは、重度の運動障害患者の運動機能や意思伝

達能力を回復する技術として期待されます。

加えて、この技術を使い、腕を失った後に幻の痛みに生じ

る幻肢痛という難治性の痛みに対し、患者がBCIでロボッ

トアームを動かす訓練を行うことで、痛みを減弱させる治

療法を開発しました。今後、より簡便な方法での臨床応用

を目指します。
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［研究の先に見据えるビジョン］

この十数年間で、コンピュータは飛躍的に進化し、チェス

や囲碁などでAIがヒトの能力を上回るまでになりました。

それは「ダウンサイジング」といって、コンピュータを構

成する回路素子を小さくする技術の開発が年々進んでいっ

たからです。しかし、このような「機能の集約」を追求す

る従来のコンピュータでは、ヒトの体に入れるほどの小型

化には辿り着けないと私は気づきました。

そこで、これまで私が研究を続けてきた無線給電・通信の

技術を駆使して、集約していた計算機能を「いったん分解

して再構成」することで、個々の機能を極限まで小型化し

た高性能コンピュータの新しいカタチを思いつきました。

これが「粉末コンピュータ」です（図1）。体に負担をか

けることなく、体内で体調や心の状態を計測・解析し、病

気の予防や症状の改善に貢献します。将来的には、直接病

気を治す技術の開発につながると期待されます（図2）。

Society5.0では、我々の抱える問題を解決する技術が生まれることが期待されます。

ここでいう問題とは、ほんとうに解決が困難な、テロ、組織犯罪、核兵器、超高齢化、

災害、資源枯渇等の社会問題を指し、これらの問題は、全て物理世界にあります。爆

発的に進化を続ける情報技術を駆使してこの問題を解くには、物理世界と情報世界の

境界を融合する新機能インターフェイスが今後の鍵になります。物理世界に物理的に

溶け込む粉末コンピュータは、両世界の境界をシームレスに繋ぐ基盤技術であり、健

康寿命の延⻑、見守り・介護・防犯への活用、リラクゼーションの実現により、「こ

ころ」の世界にも踏み込む新しい社会サービス応用への展開を目指します。
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図1 物理世界と情報世界の境界融

合を牽引してきたダウンサイジン

グ（本研究のターゲットは0.1mm

角）

図2粉末コンピュータを利用した

Society5.0のための社会サービス

展開

2030年の地球に向けた物理と情報の融合

粉末コンピュータ、生体情報計

測、心理計測、エッジ学習AI、

リアルタイムフィードバック

病気の予防・症状の改善、生

体計測・心理計測装置、高

齢者・乳幼児の看護・見守り
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0.1ミリの粉末コンピュータの開発

ムーアの法則の限界突破を目指して
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